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ルールを発
はっ
見
けん
して場

ば
面
めん
に合

あ
った使

つか
い方

かた
を身

み
に付

つ
ける

『日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
演
えん
習
しゅう
　時

じ
間
かん
を表

あらわ
す表

ひょう
現
げん
－テンス・アスペクト－』

▽上
じょう
級
きゅう
レベルの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のために

　文
ぶん
の基

き
本
ほん
構
こう
造
ぞう
にかかわる文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
は、普

ふ
通
つう
、

初
しょ
級
きゅう
段
だん
階
かい
で一

ひと
通
とお
り学

がく
習
しゅう
しますが、基

き
本
ほん
的
てき
で重

じゅう
要
よう

なだけに実
じつ
は奥

おく
が深

ふか
く、初

しょ
級
きゅう
の間

あいだ
に完
かん
全
ぜん
に使

つか
え

るようになるのは難
むずか
しいと思

おも
っている人

ひと
は多

おお
い

のではないでしょうか。本
ほん
書
しょ
のテーマである「～

する、～した、～している」の形
かたち
に代

だい
表
ひょう
される

テンス・アスペクトもこのような文
ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
のひ

とつです。

　本
ほん
書
しょ
は、上

じょう
級
きゅう
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が体

たい
系
けい
的
てき
に知

ち
識
しき
を得

え
ら

れるのと同
どう
時
じ
に、上

じょう
級
きゅう
レベルの豊

ゆた
かな表

ひょう
現
げん
が使
つか

えるようになるよう工
く
夫
ふう
されています。また、

上
じょう
級
きゅう
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
を指

し
導
どう
する教

きょう
師
し
にも、説

せつ
明
めい
のしか

たや練
れん
習
しゅう
の提
てい
示
じ
の方

ほう
法
ほう
などの点

てん
で参

さん
考
こう
になりま

す。

▽設
せつ
問
もん
に答

こた
えながらルールを

　考
かんが
える

　構
こう
成
せい
は、１章

しょう
「～する、～した、～してしまう」、

２章
しょう
「～している、～し続

つづ
ける、～してある、

～しつつある、～したことがある」、３章
しょう
「時

じ

間
かん
を表

あらわ
すその他

た
の表

ひょう
現
げん
」となっていて、各

かく
章
しょう
は、

「ウォームアップ」→「本
ほん
文
ぶん
」→「総

そう
合
ごう
練
れん
習
しゅう
」

という流
なが
れで進

すす
みます。

　「ウォームアップ」では、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は簡

かん
単
たん
な質

しつ

問
もん
に答
こた
えることによって、これまでの理

り
解
かい
を確

かく

認
にん
することができます。

　「本
ほん
文
ぶん
」には「問

とい
」「まとめ」「練

れん
習
しゅう
」が含

ふく
ま

れます。「問
とい
」は、設

せつ
問
もん
に答

こた
えながら、自

じ
分
ぶん
でルー

ルを導
みちび
き出

だ
せるようになっていて、続

つづ
く「まと

め」でルールを整
せい
理
り
しています。「まとめ」の

部
ぶ
分
ぶん
は網
あみ
掛
か
けになっていますから、あとでもう

一
いち
度
ど
要
よう
点
てん
を見

み
たいときに探

さが
しやすくなっていま

す。そのあとに理
り
解
かい
の確

かく
認
にん
のための「練

れん
習
しゅう
」が

あります。

　「総
そう
合
ごう
練
れん
習
しゅう
」

には、「本
ほん
文
ぶん
」

で学
がく
習
しゅう
した文

ぶん

法
ぽう
知
ち
識
しき
を使

つか
っ

て日
に
本
ほん
人
じん
向
む
け

に書
か
かれた生

なま

の文
ぶん
章
しょう
を読

よ
む

練
れん
習
しゅう
があります。

　テンス・アスペクトについてのまとまった説
せつ

明
めい
は「ちょっと一

ひと
息
いき
」というコーナーにありま

す。「ちょっと一
ひと
息
いき
」は全

ぜん
部
ぶ
で５つあります。

　巻
かん
末
まつ
にはテンスとアスペクトについての総

そう
合
ごう

的
てき
な練

れん
習
しゅう
として「総

そう
合
ごう
演
えん
習
しゅう
」があります。使

つか
わ

れている文
ぶん
章
しょう
はすべて生

なま
の文

ぶん
章
しょう
です。

　この本
ほん
を終

お
わりまで読

よ
むと、段

だん
階
かい
に合

あ
った練

れん

習
しゅう
を積

つ
み重

かさ
ねることができ、テンス・アスペク

トについて自
じ
分
ぶん
なりのルールと勘

かん
を身

み
に付

つ
ける

ことができるでしょう。

●データ●
z庵

いおり
功
いさ
雄
お
、清

し
水
みず
佳
よし
子
こ
 xスリーエーネット

ワーク（〒101-0064 東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく

町
ちょう
2-6-3（松

しょう
栄
えい
ビル）／ TEL. 03-3292-5751 

FAX.03-3292-6195 URL.www.3anet. co.jp  

c2003年
ねん
2月
がつ
20日

か
 v 4-88319-242-3 bB5

判
ばん
72ページ n1,365円

えん
 m別

べっ
冊
さつ
解
かい
答
とう
付
つ
き

　「日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中

ちゅう
心
しん
に紹

しょう
介
かい
してい

きます。誌
し
面
めん
の制

せい
約
やく
上
じょう
、一

いっ
回
かい
に多

おお
くの本

ほん
を紹

しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
にとって使

つか

いやすい教
きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・資

し
料
りょう
」

などを取
と
り上

あ
げます。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－
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新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

　“日
に
本
ほん
語
ご
を書

か
く”ときに、どんな情

じょう
報
ほう
をどん

な順
じゅん
序
じょ
で書

か
けばよいか、悩

なや
みます。本

ほん
書
しょ
では具

ぐ

体
たい
的
てき
な目

もく
的
てき
のある文

ぶん
章
しょう
を書

か
くための書

か
き方
かた
が学
まな

べます。本
ほん
書
しょ
は日

に
本
ほん
の大
だい
学
がく
や短
たん
大
だい
の「日

に
本
ほん
語
ご
表
ひょう

現
げん
法
ほう
」、「文

ぶん
章
しょう
構
こう
成
せい
法
ほう
」などの授

じゅ
業
ぎょう
で学

まな
ぶ日

に
本
ほん
人
じん

を対
たい
象
しょう
として書

か
かれたものです。しかし、いろ

いろな内
ない
容
よう
があり、必

ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう
を盛

も
り込

こ
むコツ

が学
まな
べるように作

さく
成
せい
されているので、海

かい
外
がい
で日

に

本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ中

ちゅう
上
じょう
級
きゅう
レベルの人

ひと
にも使

つか
えると思

おも
い

ます。ゆっくり授
じゅ
業
ぎょう
をすれば、１年

ねん
間
かん
のテキス

トになりますし、興
きょう
味
み
にあわせてテーマを選

えら
ん

で使
つか
うと半

はん
年
とし
間
かん
のテキストにもなります。

　内
ない
容
よう
はトレーニング１から15まであり、「携

けい

帯
たい
メール」「看

かん
板
ばん
」「広

こう
告
こく
」「企

き
画
かく
書
しょ
」「アンケー

ト用
よう
紙
し
」「レポート」「就

しゅう
職
しょく
のためのエントリー

シート」などがあります。例
たと
えば、トレーニン

グ１の「お知
し
らせのメール」では、

・同
どう
窓
そう
会
かい

・サークルの新
しん
入
にゅう
生
せい
歓
かん
迎
げい
会
かい

・ゼミのコンパ

・先
せん
生
せい
に授
じゅ
業
ぎょう
の長

ちょう
期
き
欠
けっ
席
せき
の連

れん
絡
らく

などの文
ぶん
章
しょう
例
れい
があります。

　それぞれの内
ない
容
よう
が１ペ

ージで構
こう
成
せい
され、日

にち
常
じょう
的
てき

で実
じつ
用
よう
的
てき
な文

ぶん
章
しょう
例
れい
の悪

わる
い

点
てん
を見

み
つけ、それを書

か
き

直
なお
すように作

さく
成
せい
されてい

ます。書
か
くトレーニング

ですから、読
よ
むだけでな

く、文
ぶん
章
しょう
例
れい
についている

「問
もん
題
だい
」や各

かく
トレーニン

グの最
さい
後
ご
にある課

か
題
だい
をや

っていくことで力
ちから
がつき

ます。ただ、その問
もん
題
だい
･

課
か
題
だい
の答

こた
えはついていま

せん。

　使
つか
い方

かた
について

は、学
がく
生
せい
を２～５

人
にん
ぐらいのグルー

プにわけて、それ

ぞれ１ページ分
ぶん
の

問
もん
題
だい
を考

かんが
えてもら

い、その結
けっ
果
か
をみんなの前

まえ
で発
はっ
表
ぴょう
するという形

かたち

が紹
しょう
介
かい
されています。
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　日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
においてもコンピュータやインタ

ーネットの利
り
用
よう
は、身

み
近
ぢか
な話

わ
題
だい
の一
ひと
つとなって

いますが、「教
きょう
師
し
が日

ひ
々
び
の教

きょう
育
いく
実
じっ
践
せん
の場

ば
にコン

ピュータやインターネットを積
せっ
極
きょく
的
てき
に取

と
り入

い
れ

ているか」と考
かんが
えてみると、必

かなら
ずしもそうでは

ないようです。それは、単
たん
に面
めん
倒
どう
だからという

だけでなく、教
きょう
師
し
一
ひと
人
り
一
ひと
人
り
がその意

い
義
ぎ
をなかな

か見
み
出
いだ
せないでいるからではないでしょうか。

　本
ほん
書
しょ
では、著

ちょ
者
しゃ
自
みずか
らが見

けん
学
がく
し心

こころ
に響

ひび
いた、学

が

校
こう
教
きょう
育
いく
現
げん
場
ば
での53の情

じょう
報
ほう
教
きょう
育
いく
の実
じっ
践
せん
事
じ
例
れい
が紹

しょう
介
かい

されています。これらの事
じ
例
れい
から、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく

現
げん
場
ば
におけるコンピュータやインターネットの

利
り
用
よう
の意

い
義
ぎ
について考

かんが
えるためのヒントが得

え
ら

れるでしょう。

　全
ぜん
体
たい
は８章

しょう
から構

こう
成
せい
されていますが、具

ぐ
体
たい
的
てき

な実
じっ
践
せん
事
じ
例
れい
の紹

しょう
介
かい
は、２章

しょう
から６章

しょう
の５つの章

しょう

に散
ち
りばめられています。例

たと
えば、「第

だい
２章

しょう
　

道
どう
具
ぐ
として活

かつ
用
よう
する」では「自

じ
分
ぶん
の言

こと
葉
ば
で表

ひょう
現
げん

する」というタイトルで、アメリカの小
しょう
学
がっ
校
こう
の

自
じ
分
ぶん
史
し
という題

だい
材
ざい
の授
じゅ
業
ぎょう
で、自

じ
分
ぶん
史
し
についてワ

ープロソフトで文
ぶん
章
しょう
作
さく
成
せい
をするという事

じ
例
れい
を紹

しょう

介
かい
しています。この授

じゅ
業
ぎょう
で、なぜワープロソフ

トを使
つか
うのでしょうか。自

じ
分
ぶん
史
し
を書

か
く作

さ
業
ぎょう
は、

自
じ
分
ぶん
を取

と
り巻

ま
く社
しゃ
会
かい
的
てき
な状

じょう
況
きょう
や、自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の生

お

い立
た
ちを調

しら
べ、その意

い
味
み
を探

さぐ
り、

それを文
ぶん
章
しょう
にして表

ひょう
現
げん
する過

か
程
てい

と考
かんが
えられています。いろいろ

な事
じ
実
じつ
を知

し
り、文

ぶん
章
しょう
にしようと

すると、何
なん
回
かい
も修

しゅう
正
せい
したり、内

ない

容
よう
を追

つい
加
か
したりしなければなり

ません。ワープロソフトは、単
たん

に便
べん
利
り
なだけでなく、修

しゅう
正
せい
しな

がら表
ひょう
現
げん
できる道

どう
具
ぐ
、失

しっ
敗
ぱい
を許

ゆる

してくれる道
どう
具
ぐ
なのです。この

ような道
どう
具
ぐ
を使

つか
って、自

じ
分
ぶん
の言

こと

葉
ば
で表

ひょう
現
げん
する点

てん
で意

い
味
み
があるの

です。

　このような実
じっ
践
せん
の

背
はい
後
ご
にある深

ふか
い意

い
味
み

を読
よ
み取

と
りながら、

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の現

げん
場
ば
で

も、これからの実
じっ
践
せん

を考
かんが
えたいものです。

理
り
論
ろん
的
てき
な背

はい
景
けい
について学

まな
びたい場

ば
合
あい
は、本

ほん
書
しょ
の

姉
し
妹
まい
編
へん
「教

きょう
育
いく
工
こう
学
がく
への招

しょう
待
たい
―教

きょう
育
いく
の問

もん
題
だい
解
かい
決
けつ
の

方
ほう
法
ほう
論
ろん
」が役

やく
に立

た
つでしょう。
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　本
ほん
書
しょ
は、1970～80年

ねん
代
だい
に活

かつ
躍
やく
し、今

こん
日
にち
でも有

ゆう

名
めい
な８組

くみ
のアーティストの曲

きょく
を集

あつ
めた、歌

うた
で

学
まな
ぶ日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
です。20～30年

ねん
前
まえ
の曲

きょく
なので

Classical Japanese Pop Songsという英
えい
語
ご
の副

ふく

題
だい
が付

つ
いていますが決

けっ
して古

ふる
くはありません。

今
いま
でも誰

だれ
もが知

し
っている名

めい
曲
きょく
ばかりですので、

ぜひ覚
おぼ
えて世

せ
界
かい
の共

きょう
通
つう
語
ご
になった「カラオケ」

で歌
うた
ってみてください。恋

れん
愛
あい
を歌
うた
った歌

か
詞
し
が多
おお

いので、中
ちゅう
級
きゅう
レベル以

い
上
じょう
の大

だい
学
がく
生
せい
や社

しゃ
会
かい
人
じん
の学
がく

習
しゅう
者
しゃ
に特

とく
におすすめします。

　収
しゅう
録
ろく
されている曲

きょく
は全
ぜん
部
ぶ
で16曲

きょく
あります。各

かく

章
しょう
は、まずアーティストのプロフィールや今

いま
ま

での作
さく
品
ひん
の簡

かん
単
たん
な紹

しょう
介
かい
で始

はじ
まります。続

つづ
いて、

歌
か
詞
し
→その歌

か
詞
し
のローマ字

じ
書
が
き→英

えい
語
ご
訳
やく
→単

たん
語
ご

の意
い
味
み
→文

ぶん
法
ぽう
解
かい
説
せつ
の順

じゅん
番
ばん
で２曲

きょく
が紹

しょう
介
かい
されてい

ます。

　教
きょう
室
しつ
での利

り
用
よう
法
ほう
としては次

つぎ
のような使

つか
い方

かた
が

考
かんが
えられます。まず、一

いち
度
ど
歌
か
詞
し
を見

み
ないで曲

きょく
を

聴
き
き、理

り
解
かい
した内

ない
容
よう
や印

いん
象
しょう
について話

はな
し合

あ
いま

す。次
つぎ
に、歌

か
詞
し
を見

み
て、誰

だれ
が誰
だれ
にどんな気

き
持
も
ち

を歌
うた
っているのか考

かんが
えながら内

ない
容
よう
を話

はな
し合

あ
いま

す。わからない部
ぶ
分
ぶん
があったら単

たん
語
ご
の意

い
味
み
や文

ぶん

法
ぽう
解
かい
説
せつ
のページを利

り
用
よう
してください。また、言

こと

葉
ば
の省

しょう
略
りゃく
や背

はい
景
けい
となる日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
についても教

きょう
師
し

はここで確
かく
認
にん
、紹

しょう
介
かい
します。歌

か
詞
し
の英

えい
語
ご
訳
やく
もあ

りますが、最
さい
初
しょ
は自

じ
力
りき
で考

かんが
えるようにします。

だいたい内
ない
容
よう
がわかったら、もう一

いち
度
ど
歌
うた
を聴

き
き

ます。最
さい
後
ご
に皆

みんな
で歌

うた
ってみるといいでしょう。

　残
ざん
念
ねん
ながら本

ほん
書
しょ
にCDはついていませんが、

これらの曲
きょく
は日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
ではもちろん、インター

ネットを使
つか
えば世

せ
界
かい
のどこにいても安

やす
く手

て
に入

い

れることができます。各
かく
所
しょ
にURLの紹

しょう
介
かい
があ

りますのでそれを参
さん
考
こう
にしてください。

●データ●

　本
ほん
書
しょ
は、母

ぼ
語
ご
や第

だい
二
に
言
げん
語
ご
で英

えい
語
ご
がわかる日

に

本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
、研

けん
究
きゅう
者
しゃ
が日

に
本
ほん
語
ご
で話

はな
したり、書

か

いたりするときのための辞
じ
書
しょ
です。日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
で

よく使
つか
う4,500語

ご
の基

き
本
ほん
的
てき
な英

えい
語
ご
のことばに対

たい

応
おう
する日

に
本
ほん
語
ご
を例

れい
文
ぶん
とともに探

さが
すことができま

す。英
えい
語
ご
のことばに対

たい
応
おう
する日

に
本
ほん
語
ご
は、ときに

はとてもたくさんあります。この辞
じ
書
しょ
では、英

えい

語
ご
、日

に
本
ほん
語
ご
のことばそれぞれに基

き
本
ほん
的
てき
な意

い
味
み

が書
か
かれています。例

たと
えばlearnということば

では、[for someone / some animal to come to 

know something or to come to be able to do 

something]とあります。このことばに対
たい
応
おう
する

日
に
本
ほん
語
ご
としては、「習

なら
う」「知

し
る」「覚

おぼ
える」と

いう違
ちが
うことばが三

みっ
つ挙

あ
げられていて、それぞ

れ別
べつ
々
べつ
に基

き
本
ほん
的
てき
意
い
味
み
の解

かい
説
せつ
があります。このよ

うな基
き
本
ほん
的
てき
意
い
味
み
のうち、どのような意

い
味
み
が日

に
本
ほん

語
ご
のことばと共

きょう
通
つう
しているか考

かんが
えることができ、

英
えい
語
ご
と日

に
本
ほん
語
ご
の意

い
味
み
の違

ちが
いを分

ぶん
析
せき
的
てき
に理

り
解
かい
でき

るようになっています。

　日
に
本
ほん
語
ご
のことばや例

れい
文
ぶん
は、ひらがな、カタカ

ナ、漢
かん
字
じ
だけでなく、ローマ字

じ
でも書

か
かれてい

るので、日
に
本
ほん
語
ご
の表

ひょう
記
き
に慣

な
れていない学

がく
習
しゅう
者
しゃ
で

も使
つか
えます。ローマ字

じ
には高

こう
低
てい
アクセントの記

き

号
ごう
がついています。動

どう
詞
し
、形

けい
容
よう
詞
し
には、活

かつ
用
よう
に

関
かん
する情

じょう
報
ほう
もあります。

　巻
かん
末
まつ
付
ふ
録
ろく
には、日

に
本
ほん
語
ご
のことばから英

えい
語
ご
のこ

とばを探
さが
すための表

ひょう
があります。この部

ぶ
分
ぶん
を使

つか

って、日
にち
英
えい
辞
じ
書
しょ
としても利

り
用
よう
できます。また、

基
き
本
ほん
的
てき
な日

に
本
ほん
語
ご
の文

ぶん
法
ぽう
説
せつ
明
めい
や、ビジネス、医

い
療
りょう

などのことばリスト、日
に
本
ほん
の家
いえ
の図

ず
など、様

さま
々
ざま

な情
じょう
報
ほう
が紹

しょう
介
かい
されています。このような部

ぶ
分
ぶん
は、

辞
じ
書
しょ
としてだけではなく、日

に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
として

も利
り
用
よう
できるでしょう。

●データ●

zM.J.ア イ ナン、金
かね
子
こ
栄
え
美
み
 x凡

ぼん
人
じん
社
しゃ

（〒102-0093 東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
平
ひら
河
かわ
町
ちょう
1-3- 

13 菱
りょう
進
しん
平
ひら
河
かわ
町
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ねん
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26日
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 v4-89358-529-0 

bA5判
ばん
136ページ n1,365円

えん

z牧
まき
野
の
成
せい
一
いち
、中

なか
田
だ
清
せい
一
いち
、大

おお
曽
そ
美
え
恵
み
子
こ
編
へん
 x

講
こう
談
だん
社
しゃ
インターナショナル（〒112-8652 

東
とう
京
きょう
都
と
文
ぶん
京
きょう
区
く
音
おと
羽
わ
1-17-14 TEL.03-3944- 

6493 FAX.03-3944-6394 URL www.kodan 

sha-intl.co.jp c2002年
ねん
11月

がつ
８
よう
日
か
 v4-7700- 

2895-4 bA5変
へん
形
けい
判
ばん
・1,508ページ n4,725

円
えん
 m見

み
出
だ
し語

ご
4,500語

ご
以
い
上
じょう

聴
き
いて、歌

うた
って学

まな
ぶ日

に
本
ほん
語
ご
・日

に
本
ほん
事
じ
情
じょう

『Learning Language Through Lyrics（vol1:Classical Japanese Pop Songs）歌
うた
って上

じょう
達
たつ
 日
に
本
ほん
語
ご
会
かい
話
わ
』

日
に
本
ほん
語
ご
で表

ひょう
現
げん
することを学

まな
べる辞

じ
書
しょ

『日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
　基

き
礎
そ
英
えい
日
にち
辞
じ
典
てん
』

P.91

P. 525

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P.15 ～ 17 は以
い
下
か
の日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選
えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執
しっ
筆
ぴつ
しました。

木
き
山
やま
登
と
茂
も
子
こ
、雄
おお
谷
や
進
すすむ
、島
しま
田
だ
徳
のり
子
こ
、押
おし
尾
お
和
かず
美
み
、古
ふる
川
かわ
嘉
よし
子
こ
（執
しっ
筆
ぴつ
順
じゅん
）
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